
 

 

 

 

 

 

 

 

 繊維配向極点図を高速Ｉｎ－ｐｌａｎｅ測定の実現 

 

 

 

 

 

 β方向２点測定のピーク極点図とバックグランド極点図を 

 PluralAsctoAscソフトウエアで結合し 

 ODFPoleFigure1.5(2.0)ソフトウエアでデータを７３点に拡張しバックグランド削除を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１１月１４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 Ｉｎ－ｐｌｎａｅ光学系の極点測定は入射Ｘ線と受光光学系を平行ビームとする為、測定時間が長い。 

   若し、配向が繊維配向であれば、β方向（０―＞３６０度）は同一の強度になる。 

   通常０－＞３６０を５度ステップで測定する場合、７３点の測定を行うが、同一強度であれば、 

   等高線描画を考えると２点測定でもデータ処理は可能である。 

   ただし、７３点測定より、統計変動に耐えられる強度が必要になる。 

 

繊維配向極点図（β７３点測定） 

  

 

 β方向データ２点測定ピーク極点図（等高線表示と３D表示） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



β２点測定の処理 

 バックグランド（最大値のα角度４５） ピーク測定（最大値のα角度４５） 

  

 ピークとバックグランド接続 

  

 接続結果 

  

バックグランド 

LOW=BG1*(COUNT-1)/2 

HIGH=BG2*(COUNT-1)/2 

今回は 

BG1=200,BG2=0 

COUNT=2 

LOW=200*(1)/2=100 

HIGH=0*(1)/2=0 

バックグランド処理時 

LOW=100,HIGH=100とし 

BG=(100+100)/(2-1)で処理される 



ODFPoleFigure1.5 処理        バックグランド（α＝４５は２００、他は１００） 

 

 

 



ODFPoleFigure2 処理 

 

 

 α角度４５度のピーク強度（５０００）－バックグランド（２００） 

 

ODFPoleFigure1.5あるいは、ODFPoleFigure2ソフトウエアで２点から７３点にデータ拡張します。 

 

 

 

 



ＡＳＣファイルのバックグランドに関して 

β２点のデータからβ３６０度のデータ点数７３のＡＳＣデータ 

 

 

データ７３点のＡＳＣデータ 

 

  LOW=200*(73-1)/2=7200 

 

 バックグランド強度はピーク極点図のデータ数（ＣＯＵＮＴ）により変化します。 

 

 

 



バックグランドがｌｏｗ，ｈｉｇｈの場合 

 

 

 

β２点から７３点のＦｕｌｌ極点図 

 

 


